
し
た
知
識
の
伝
授
で
あ
る
。
儒
学
・
文
芸
偏
重
の
教
育
を
排
除
す
る

と
と
も
に
、
臨
床
上
有
用
で
あ
る
か
否
か
の
観
点
で
伝
統
理
論
の
取

捨
選
択
を
行
な
う
。
旧
説
に
無
条
件
に
盲
従
す
る
こ
と
を
戒
め
、
初

学
の
う
ち
か
ら
衆
論
の
是
非
を
取
捨
す
る
目
を
養
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
玄
仙
の
教
育
研
修
方
針
は
今
な
お
傾
聴
す
べ

き
点
が
多
い
と
考
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

蘭
山
門
下
の
京
都
の
本
草
家
と
し
て
は
、
百
々
俊
道
・
平
井
宗
七

郎
・
山
科
享
庵
・
上
田
元
孝
・
福
井
様
園
・
水
野
皓
山
・
山
本
亡

羊
・
内
藤
剛
甫
・
物
部
寿
斎
ら
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
尾

張
嘗
百
社
の
グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
事
跡
は
よ

く
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
と
く
に
水
野
皓
山
の
場
合

は
、
著
書
・
門
人
も
多
く
、
「
平
安
人
物
志
』
（
文
化
十
・
文
政
五
・
文

政
十
三
・
天
保
九
年
版
）
に
物
産
家
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
、
山
本
亡

羊
と
並
ん
で
最
も
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
上
野
益
三
先
生
も
『
日
本
博
物
学
史
』
に
お
い
て
、

「
そ
の
業
績
の
伝
わ
ら
ぬ
の
が
惜
し
ま
れ
る
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。

一
、
略
伝

名
は
広
業
、
字
は
士
勤
、
通
称
源
之
進
、
皓
山
は
そ
の
号
、
ま
た

観
生
堂
と
号
し
た
。
弘
化
三
年
二
月
一
日
、
享
年
七
十
歳
で
死
去
し

水
野
皓
山
と
山
本
読
書
室

遠
藤
正
治
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て
い
る
の
で
、
逆
算
し
て
生
年
は
安
永
六
年
。
若
く
し
て
小
野
間
山

に
つ
い
て
本
草
を
修
め
、
は
じ
め
柳
馬
場
蛸
薬
師
南
に
住
し
た
が
、

の
ち
富
小
路
錦
北
に
移
居
し
た
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
以
上
で
あ
る
が
、
山
本
椿
室
著
『
椿
室
叢
抄
』
巻
十
三
の
次
の
記

事
に
よ
っ
て
若
干
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

水
野
皓
山
、
父
名
春
孝
、
字
蘇
大
、
号
頌
容
園
、
称
常
安
、
加
賀

人
、
来
京
業
医
為
山
科
氏
之
門
人
、
皓
山
名
広
業
、
字
士
勤
、
又

号
観
生
堂
、
又
号
陶
隠
子
、
従
開
山
小
野
先
生
受
本
草
之
学
、
又

従
山
本
逸
記
、
受
浅
井
氏
内
経
之
学
、
称
源
之
進
、
住
富
小
路
錦

小
路
之
北
、
弘
化
三
年
丙
午
二
月
朔
日
卒
年
七
十
。

こ
こ
に
、
山
本
逸
記
と
は
美
濃
の
人
、
小
野
藺
山
門
人
で
の
ち
出

雲
松
江
藩
医
と
な
り
文
化
三
年
藩
校
・
存
済
館
の
開
設
に
あ
た
っ
た

人
と
思
わ
れ
る
。
な
お
逸
記
の
子
安
暢
（
名
良
臣
・
号
泰
淵
）
は
亡
羊

の
門
人
。

二
、
著
作

医
書
医
方
大
成
論
講
解
２
．
皓
山
傷
寒
論
講
解
２
（
読
）
・

皓
山
大
成
論
講
解
１
（
読
）
・
大
同
類
聚
方
集
註
１
．
本
著
棚
洞

１
（
読
）
。
陶
陰
医
書
雑
抄
３
（
読
）
・
皓
山
難
経
講
解
２
（
読
）

儒
門
事
親
類
聚
方
１

本
草
書
皓
山
伊
吹
採
薬
記
１
（
読
）
・
可
侍
録
１
（
読
）
・
難

窓
随
筆
１
・
皓
山
花
鏡
校
正
１
（
読
）
・
皓
山
樹
木
考
１
・
皓
山

答
諸
子
間
事
件
１
（
読
）
・
皓
山
酪
駝
考
証
１
（
読
）
・
古
名
類
聚

１
．
諸
害
物
産
抄
録
１
（
読
）
・
日
光
採
薬
記
１
（
読
）
・
物
産
品

目
１
・
物
産
余
録
１
．
物
品
類
考
５
．
皓
山
海
藻
録
１
（
読
）
・

水
野
本
草
蒟
名
備
考
読
引
３
（
読
）
・
江
村
如
圭
採
覧
随
録
１

（
読
）
・
野
氏
物
産
小
録
２
．
博
物
彙
考
５
・
漸
苞
集
１
（
読
）

随
筆
そ
の
他
皓
山
雑
件
簿
１
（
読
）
・
皓
山
雑
録
１
・
皓
山

随
筆
１
．
皓
山
続
記
抄
録
１
（
読
）
・
皓
山
日
記
、
（
読
）
・
皓
山

漫
筆
１
．
陶
陰
随
筆
１
．
陶
陰
雑
抄
、
（
読
）
・
水
野
氏
抄
録
１

（
読
）
・
観
生
堂
雑
抄
、
（
読
）
・
群
籍
知
津
皿
・
日
本
後
紀
人
名
備

考
２

以
上
三
九
点
の
う
ち
、
三
六
点
は
『
国
書
総
目
録
』
に
載
り
、
三

四
点
は
岩
瀬
文
庫
に
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
説
）
と
記
し
た
書
は

『
山
本
読
書
室
蔵
書
目
録
』
（
山
本
規
矩
三
編
と
推
定
さ
れ
る
）
に
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
二
○
点
あ
り
、
山
本
読

書
室
の
大
半
が
岩
瀬
文
庫
に
移
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
皓
山

没
後
水
野
家
は
絶
家
し
、
皓
山
の
著
作
の
大
部
分
は
日
記
類
を
含
め

て
山
本
読
書
室
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
四
十
年
岩
瀬
文
庫
の
所
蔵
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三
、
門
人

皓
山
の
門
人
と
し
て
は
、
山
澄
甫
庵
・
杉
山
恭
蔵
・
平
田
景
順
な

ど
が
著
名
で
あ
る
が
、
『
皓
山
日
記
』
に
よ
れ
ば
こ
の
ほ
か
相
当
多

数
の
門
人
を
教
育
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
皓
山
没
後
は
亡
羊

に
つ
い
て
学
ん
だ
例
に
平
田
景
順
が
あ
る
が
、
読
書
室
物
産
会
に
は

皓
山
の
一
門
も
よ
く
協
力
し
て
出
品
参
加
し
て
い
る
。
皓
山
自
身
は

読
書
室
物
産
会
の
文
化
五
年
の
初
回
か
ら
死
去
す
る
前
年
の
弘
化
二

年
の
第
三
二
回
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
欠
か
さ
ず
出
品
し
、
亡
羊
と
協
力
し

て
京
都
本
草
学
隆
盛
の
た
め
に
よ
く
尽
力
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
岐
阜
県
立
大
垣
工
業
高
等
学
校
）

に
帰
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
後
期
を
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
末
と
す
る
と
、
こ

の
頃
に
は
小
児
科
を
専
門
と
す
る
医
家
も
増
え
、
専
門
害
も
多
い
。

こ
こ
で
は
小
児
科
専
門
書
で
あ
る
『
保
嬰
須
知
』
（
片
倉
鶴
陵
）
、
お

よ
び
『
医
事
小
言
』
（
原
南
陽
）
、
『
提
耳
談
』
（
北
尾
春
圃
）
、
『
観
聚
方

要
補
』
（
多
紀
元
簡
）
、
『
校
正
方
輿
覗
』
（
有
持
桂
里
）
、
『
内
科
秘
録
』

（
本
間
棗
軒
）
の
小
児
篇
を
と
り
あ
げ
た
。
本
間
棗
軒
を
除
け
ば
、
こ

れ
ら
の
医
書
の
著
者
は
一
七
五
○
年
代
に
生
ま
れ
て
お
り
、
同
年
代

と
い
え
る
。
原
南
陽
と
本
間
棗
軒
は
古
方
派
で
蘭
学
も
と
り
入
れ
て

お
り
、
多
紀
元
簡
は
考
証
学
派
、
片
倉
鶴
陵
も
多
紀
家
で
学
ん
だ
が

賀
川
玄
迪
、
嶺
春
泰
に
も
学
ん
で
い
る
。
有
持
桂
里
は
折
衷
派
で
、

北
尾
春
圃
は
田
代
三
喜
の
伝
を
受
け
継
い
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
異
な
っ
た
流
派
に
属
す
る
医
家
の
六
書
の
小
児
科
領
域
を
調
べ

た
。

項
目
に
つ
い
て
は
、
ど
の
書
も
驚
（
驚
風
、
急
慢
驚
）
、
お
よ
び
渚
を

江
戸
時
代
後
期
の
小
児
科
学安

達
原
曄
子
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